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一
、
は
じ
め
に 

 

亀
田

か

め

だ

鵬ぼ
う

斎さ
い

（
一
七
五
二
～
一
八
二
六
）
は
江
戸
神
田
に
生
ま
れ
、
名
は
翼
、

の
ち
長
興
（
略
し
て

興
お
こ
る

）
に
改
名
し
た
。
通
称
は
文
左
衛
門
、
号
は
鵬
斎

ま
た
善
身
堂
な
ど
で
あ
る
。
早
く
に
六
歳
で
書
を
三
井
親
和

し

ん

な

に
、
そ
し
て
漢

学
を
町
内
の
飯
塚
肥
山
に
習
い
、
十
四
歳
で
井
上
金
峨

き

ん

が

（
一
七
三
二
～
一
七

八
四
）
の
も
と
で
儒
学
を
修
め
た
と
い
う
。
当
時
日
本
の
儒
学
界
は
、
朱
子

学
派
・
陽
明
学
派
・
古
学
派
な
ど
百
家
争
鳴
の
観
を
呈
し
、
各
派
間
の
論
争

が
激
し
か
っ
た
。
師
の
金
峨
は
「
凡
學
問
之
道
、
在
乎
自
得
、
猶
良
工
之
攻

木
、
取
其
可
者
而
用
之
、
不
可
者
棄
之
、
古
之
教
人
、
各
由
性
成
徳
、
何
必

欲
其
徒
之
類
我
乎
（
凡
そ
学
問
の
道
は
、
自
ら
得
る
に
在
り
。
な
お
良
工
の

木
を
攻
る
が
ご
と
し
。
そ
の
可
な
る
も
の
を
取
り
用
い
、
不
可
な
る
も
の
は

之
を
棄
つ
。
古
人
の
教
え
は
、
各
お
の
の
性
に
由
り
て
徳
を
成
す
、
何
ん
ぞ

必
ず
し
も
そ
の
徒
の
我
に
類
す
る
も
の
を
欲
せ
ん
や
）
」（
1
）

と
先
行
諸
学
説

に
偏
ら
ず
、
そ
の
長
所
の
み
を
取
り
入
れ
る
折
衷
学
を
主
張
し
て
い
た
。 

師
の
折
衷
学
を
継
い
だ
鵬
斎
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
二
十
三
歳
の

時
に
、
赤
坂
の
日
枝
神
社
近
く
に
塾
を
開
き
、
の
ち
に
小
石
川
諏
訪
町
や
神

田
駿
河
台
な
ど
へ
転
居
し
た
。
そ
の
私
塾
は
、
多
く
の
旗
本
や
御
家
人
の
子

弟
が
入
門
し
、
盛
況
ぶ
り
を
呈
し
た
。
し
か
し
、
「
寛
政
異
学
の
禁
」
（
一
七

九
〇
）
に
よ
り
、
幕
府
の
正
学
が
朱
子
学
に
統
一
さ
れ
、
鵬
斎
た
ち
の
学
問

が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
塾
生
も
急
激
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
に
志
を
成
し
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得
な
か
っ
た
鵬
斎
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
塾
を
閉
じ
て
出
村

で

む

ら

（
現

東
京
墨
田
区
）
へ
移
り
、
ま
た
五
十
歳
頃
よ
り
各
地
に
旅
に
出
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。 

 

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
、
佐
渡
の
門
人
・
矢
島
主
計

か

ず

え

は
郷
里
で
子
弟
を
教

育
す
る
た
め
の
講
堂
を
建
て
る
こ
と
を
試
み
、
師
の
鵬
斎
に
助
勢
を
願
う
書

簡
を
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
鵬
斎
は
、「
此
度
之
華
翰
来
諭
ニ
、

佐
州
講
堂
を
建
て
一
郷
教
育
の
思
立
、
実
以
、
文
運
之
代
、
辺
郷
ニ
至
る
迄

名
教
の
行
レ
候
事
、
於
僕
大
悦
無
計
候
…
…
且
又
其
地
講
堂
出
来
時
分
に
も

な
り
、
一
つ
教
育
可
致
存
候
」（
2
）

と
快
諾
の
返
信
を
よ
こ
し
た
。
江
戸
で

活
躍
で
き
な
く
な
っ
た
鵬
斎
は
以
後
、
酒
を
愛
し
て
放
浪
の
人
生
を
過
ご
し

て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
彼
が
ま
だ
学
問
を
広
め
よ

う
と
す
る
情
熱
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。 

 

矢
島
氏
の
誘
い
に
心
が
動
い
た
鵬
斎
は
、
そ
の
翌
年
に
江
戸
を
離
れ
、
北

国
遊
行
を
始
め
た
結
果
、
文
化
六
年
九
月
か
ら
文
化
八
年
七
月
ま
で
、
佐
渡

で
の
百
日
余
り
を
含
め
、
越
後
で
約
三
年
間
を
過
ご
し
た
。
越
後
路
を
巡
っ

た
鵬
斎
は
、
各
地
の
旧
家
や
文
人
の
招
き
に
応
じ
て
多
く
の
作
品
を
残
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
解
読
す
る
こ
と

で
、
鵬
斎
と
越
後
文
人
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
を
窺
い
た
い
。 

 

二
、
石
川
侃
斎
山
水
画 

亀
田
鵬
斎
賛 

 

（
一
） 

先
行
研
究
に
お
け
る
両
者
の
合
作 

 

 

石
川
侃か

ん

斎さ
い

（
一
七
六
四
～
一
八
四
〇
）
は
、
古
町
（
現
新
潟
市
）
に
生
ま

れ
た
南
画
家
で
あ
る
。
名
は
元
輅

げ

ん

ろ

、
字
を
公
乗
、
通
称
龍
助
。
侃
斎
と
号
し
、

別
に
二
橋

に
き
ょ
う

外
史
・
信
天
翁
な
ど
も
用
い
た
。
幼
い
頃
か
ら
絵
を
好
み
、
大
坂

で
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）
に
画
法
を
受
け
た
と
い
う
。『
新

潟
冨
史
』
（
一
八
八
九
刊
）
に
収
録
さ
れ
る
「
侃
斎
先
生
墓
誌
銘
」
に
、
「
會

鵬
齋
雲
泉
二
翁
游
新
斥
、
乃
問
文
於
鵬
翁
（
會
々
鵬
齋
、
雲
泉
二
翁
新
斥
に

遊
ぶ
。
乃
ち
文
を
鵬
斎
に
問
ひ
）
」（
3
）

と
、
侃
斎
が
新
潟
に
や
っ
て
き
た
鵬

斎
に
学
問
を
問
う
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
侃
斎
遺
芳
』（
4
）

の
中

に
は
師
事
し
た
鵬
斎
と
の
合
作
二
点
が
、
さ
ら
に
『
新
潟
県
文
人
研
究
』
第

十
三
号
（

5
）

の
中
に
は
両
者
の
合
作
一
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
れ

ら
の
文
献
に
載
っ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く
。 

 

『
侃
斎
遺
芳
』
収
録
作
だ
が
、
侃
斎
が
山
水
図
を
描
く
条
幅
作
で
、
署
名

は
「
侃
斎
輅
寫
」
と
入
っ
て
い
る
。
米
点
山
水
と
い
う
当
時
の
南
画
の
基
本

的
手
法
を
用
い
て
い
る
。
左
上
に
鵬
斎
が
「
高
臥
秀
青
山
、
塵
土
不
驚
幽
夢
、 

忘
情
消
白
日
、
乾
坤
自
有
閑
人
（
高
臥 

青
山
秀
づ
、
塵
土 

幽
夢
に
驚
か

ず
。
忘
情 

白
日
を
消
し
て
、
乾
坤 

自
ず
か
ら
閑
人
有
り
）
」
と
賛
を
施
し

て
い
る
。 

二
作
目
は
紙
面
の
中
央
に
侃
斎
が
菊
を
描
い
た
も
の
で
、
署
名
は
「
侃
斎

寫
意
」
と
入
れ
て
あ
る
。
や
は
り
左
上
に
鵬
斎
が
「
共
愛
鮮
明
酔
秋
色
、
争

教
狼
藉
臥
疏
烟
（
共
愛
鮮
明 

秋
色
に
酔
い
、
争
教
狼
藉 

疎
烟
に
臥
す
。
）
」

と
賛
を
加
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
詩
の
出
典
は
中
国
金
代
・
元
好
問
（
一

一
九
〇
～
一
二
五
七
）
の
詩
作
「
野
菊
座
主
閑
閑
公
命
作
」（
6
）

に
あ
り
、

原
詩
の
「
共
愛
鮮
明
照
秋
色
、
争
教
狼
藉
臥
疏
烟
」
と
は
若
干
字
句
の
異
同
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が
あ
る
。 

以
上
二
作
と
も
に
出
典
文
献
が
白
黒
印
刷
に
よ
る
た
め
、
着
色
の
有
無
は

不
明
だ
が
、
描
写
は
簡
潔
で
後
年
の
作
に
見
る
侃
斎
の
画
風
が
窺
え
る
。
鵬

斎
の
書
だ
が
、
前
作
が
や
や
行
書
を
含
み
、
後
作
は
越
後
路
作
で
よ
く
見
る

楷
行
体
と
称
す
べ
き
謹
直
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。 

次
に
、『
新
潟
県
文
人
研
究
』
第
十
三
号
収
録
作
の
方
は
、
淡
彩
を
用
い
た

侃
斎
の
山
水
画
の
右
上
に
、
鵬
斎
が
「
内
浦
外
灣
紅
蓼
秋
（
渚
）
、
大
江
小
汊

白
蘋
洲
、
天
外
餘
霞
未
全
歛
、
獨
釣
寒
江
落
日
秋
（
内
浦
外
灣 

紅
蓼
の
秋
、

大
江
小
汊 

白
蘋
の
洲
。
天
外
餘
霞 

未
だ
全
歛
せ
ず
、
獨
釣
寒
江 

落
日

の
秋
」
と
賛
を
し
た
作
で
あ
る
。
本
作
の
「
侃
斎
」
署
名
は
、
他
作
に
見
な

い
丸
味
を
帯
び
た
行
書
を
用
い
て
い
る
。
前
掲
合
作
と
異
な
り
、
原
物
が
確

認
で
き
る
の
で
、
図
一
に
掲
出
し
た
い
。 

   

    

続
い
て
本
稿
で
は
、
以
上
の
三
作
と
は
別
に
新
出
の
注
目
す
べ
き
両
者
の

合
作
一
点
を
掲
出
す
る
（
図
二
）
。 

 （
二
） 

新
出
合
作
の
概
要 

   

             

 

 

紙
本
縦
85.5

cm×

横
96

cm
か
ら
な
る
、
比
較
的
大
幅
で
あ
る
。
仔
細
に
見

る
と
、
一
枚
漉
き
で
は
な
く
、
鵬
斎
の
詩
書
と
下
方
の
侃
斎
の
画
は
別
々
の

紙
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
の
幅
と
高
さ
を
も
つ
大

き
さ
の
一
枚
漉
き
は
、
入
手
が
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

別
々
の
紙
に
揮
毫
し
た
と
思
わ
れ
る
。
紙
質
に
つ
い
て
は
同
じ
も
の
を
用
い

図
二 

「
侃
斎
着
彩
画 

鵬
斎
賛
五
詩
」
新
潟
市
個
人
蔵 

図
一 

「
侃
斎
画 

鵬
斎
賛
七
言
絶
句
」 

新
潟
市
個
人
蔵 
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て
い
る
。 

ま
ず
鵬
斎
の
詩
書
（
43

cm×

横
96

cm
）
だ
が
、
後
年
の
草
書
体
で
は
な

く
、
越
後
路
の
筆
跡
に
見
る
直
線
的
な
楷
書
の
表
現
に
、
時
折
点
画
が
続
け

ら
れ
た
独
特
の
楷
行
体
に
な
っ
て
い
る
。
岡
村
浩
『
亀
田
鵬
齋
総
集
』（
二
〇

〇
七
刊
）
に
は
、
文
化
六
年
か
ら
文
化
八
年
ま
で
に
県
下
で
認
め
た
五
十
余

作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
は
そ
れ
ら
と
比
べ
て
近
似
し
た
書
き
ぶ
り

で
、
来
越
時
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
鵬
斎
の
場

合
、
越
後
路
と
江
戸
に
帰
っ
て
以
降
の
書
風
に
は
、
大
き
な
相
違
が
あ
る
の

で
あ
る
。 

次
に
、
下
方
の
侃
斎
画
（
42.5

cm×
横
96

cm
）
を
見
て
み
る
。
画
面
右
下

に
朱
色
の
建
物
を
描
き
、
そ
の
瓦
は
反
り
返
っ
て
い
て
、
中
国
様
式
の
神
社
・

仏
閣
の
よ
う
に
見
え
、
左
下
に
は
、
本
殿
に
続
く
長
い
回
廊
と
思
わ
れ
る
も

の
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
回
廊
の
前
方
に
は
漁
の
際
中
の
三
艘
の
小
舟

を
描
く
。
人
物
の
顔
や
漁
を
行
う
仕
草
は
ほ
か
の
侃
斎
作
に
も
よ
く
見
え
る

描
き
ぶ
り
で
、
生
涯
を
通
し
て
舟
江
（
新
潟
）
で
暮
ら
し
た
侃
斎
は
こ
の
漁

師
図
を
も
っ
ぱ
ら
得
意
と
し
た
。
た
だ
し
、
全
体
の
色
調
が
侃
斎
の
作
品
に

し
て
は
重
々
し
く
、
や
や
暗
い
感
じ
が
す
る
。
右
下
の
署
名
を
見
る
と
、「
侃

斎
石
元
輅
欽
寫
」
と
記
入
し
て
い
る
。「
石
川
」
の
姓
を
「
石
」
一
字
に
し
て
、

そ
の
下
に
「
元
輅
」
と
本
名
を
記
す
の
は
、
中
国
文
人
に
倣
っ
た
習
慣
で
他

作
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
名
前
の
後
ろ
に
「
欽
寫
」
と
あ
る
の
は
、
江
戸
の

大
儒
者
と
寄
せ
書
き
す
る
心
境
と
、
画
題
、
即
ち
特
別
な
寺
社
を
描
い
て
い

る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
署
名
と
推
定
し
た
い
。
「
欽
」
字
は
「
謹
」
と
同
義
で
、

改
ま
っ
た
気
持
ち
で
筆
を
取
っ
た
意
味
を
も
つ
。 

な
お
、
制
作
年
の
判
明
す
る
他
作
の
署
名
例
を
文
末
に
付
録
す
る
が
、
全

体
的
に
多
く
の
パ
タ
ー
ン
を
不
規
則
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ

て
、
署
名
の
記
入
例
か
ら
制
作
年
を
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

一
方
、
越
後
路
の
鵬
斎
作
の
多
く
に
は
、
制
作
年
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
残
念
な
が
ら
本
作
に
は
そ
れ
が
見
え
な
い
。
恐
ら
く
は
五
首
の
漢
詩

を
書
く
に
当
た
り
、
用
意
さ
れ
た
本
紙
上
署
名
部
分
の
余
白
を
失
っ
た
こ
と

に
原
因
が
あ
ろ
う
。
侃
斎
作
に
も
制
作
年
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
作
の

制
作
年
及
び
両
者
の
面
会
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
に
関
し
て
は
特
定
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
侃
斎
作
を
調
査
す
る
う
え
で
一
つ
の
区
切
り
に
な
る
の
が
、
壮
年

期
及
び
江
戸
に
遊
学
し
て
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
一
）
な
ど
の
文
人

と
出
会
っ
て
帰
郷
す
る
ま
で
と
、
そ
れ
以
降
と
に
分
け
る
尺
度
で
あ
る
。
侃

斎
の
遊
学
に
つ
い
て
、『
舟
江
遺
芳
録
』（
一
九
九
二
刊
）
所
収
「
石
川
侃
斎
」

項
に
「
弱
冠
に
し
て
京
師
に
遊
び
、
古
迹
を
探
り
文
人
を
訪
ひ
、
大
坂
に
寓

し
、
木
村
巽
齋
と
交
り
好
し
、
遂
に
西
、
長
崎
を
窮
め
、
東
江
戸
に
出
で
て

歸
る
」（
7
）

と
記
述
し
て
い
る
。
侃
斎
と
谷
文
晁
と
の
邂
逅
に
つ
い
て
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
が
、
『
侃
斎
遺
芳
』
に
は
、
「
一
代
の
巨
匠
谷
文
晁
は
翁
の

凡
な
ら
ざ
る
技
倆
を
惜
し
屢
々
書
を
寄
せ
て
江
戸
に
来
往
せ
ん
事
を
促
し
た
」

（

8
）

と
二
人
の
交
わ
り
を
書
い
て
い
る
。
鵬
斎
の
書
風
と
そ
の
来
越
時
期
か

ら
追
究
す
れ
ば
、
こ
の
侃
斎
画
は
文
化
六
年
以
降
に
越
後
路
で
描
い
た
も
の

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
文
化
六
年
十
月
に
鵬
斎
が
水
原
（
現
阿
賀
野
市
）
に
い
た
門
人
の

中
村
久
右
衛
門
へ
あ
て
た
書
簡
に
「
弥
々
御
清
勝
賀
奉
候
、
然
は
老
拙
夏
中

よ
り
信
州
遊
行
、
早
速
当
国
へ
可
罷
越
存
候
処
、
途
中
滞
留
い
た
し
候
、
漸
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本
月
二
十
四
日
に
新
斥
へ
着
い
た
し
候
、
当
年
者
此
地
に
而
越
年
可
致
と
存

候
」（
9
）

と
、
年
末
を
新
潟
で
過
ご
す
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

或
い
は
こ
の
時
に
侃
斎
と
出
会
っ
て
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

続
い
て
、
鵬
斎
が
記
し
た
賛
（
七
言
絶
句
五
首
）
の
分
析
を
通
し
て
、
さ

ら
に
寄
せ
書
き
の
内
容
を
掘
り
上
げ
て
み
た
い
。 

 

〈
一
首
目
〉 

「
謁
彌
彦
独
廟 

彌
彦
独
廟
に
謁え

っ

す
」 

古
廟
據
山
禁
禦
長 

 

古
廟
山
に
據
り
て 

禁
禦

き
ん
ぎ
ょ

長
く 
 

聖
燈
深
閟
椎
花
香 

 

聖

燈

し
ょ
う
と
う

深
く
閟と

ざ

し
て 

椎し
い

花か

香
る 

威
霊
千
載
猶
如
在 

 

威
霊
千
載 

猶な
お

在
す
が
如
く 

仙
洞
吐
雲
繞
畫
廊 

 

仙
洞
雲
を
吐
き 

畫
廊

が

ろ

う

を
繞め

ぐ

る 

 

古
廟
は
山
に
寄
り
沿
い
、
み
や
し
ろ
の
か
こ
い
は
長
く
伸
び
て
い
る
。
聖

燈
は
奥
深
い
所
に
閉
ざ
さ
れ
、
椎
花
の
香
り
だ
け
が
漂
う
。
弥
彦
の
神
は
千

年
を
経
っ
て
も
ま
だ
そ
こ
に
お
ら
れ
る
か
の
ご
と
く
、
仙
人
の
住
む
洞
か
ら

流
れ
出
た
雲
が
絵
の
よ
う
な
渡わ

た

殿ど
の

を
め
ぐ
り
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し
て
い
る
。 

  

本
詩
は
越
後
の
弥
彦
山
に
あ
る
神
社
を
綴
っ
た
作
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に

お
け
る
越
後
の
二
大
奇
書
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
北
越
雪
譜
』
の
中
に
は
、「
此

山
さ
の
み
高
山
に
も
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
越
後
の
海
浜
八
十
里
の
中
ほ
ど
に
独

立
し
て
山
脉
い
づ
れ
の
山
へ
も
つ
ゞ
か
ず
。
右
に
国
上
山
、
左
に
角
田
山
を

提
攜
し
て
一
国
の
諸
山
是
れ
に
対
し
て
拱
揖
す
る
が
如
く
、
い
づ
れ
の
山
よ

り
も
見
え
て
実
に
越
後
の
鎮
と
も
な
る
べ
き
山
は
是
よ
り
ほ
か
に
は
あ
ら
じ

と
お
も
は
る
」（
10
） 

と
弥
彦
山
を
越
後
鎮
守
の
山
と
称
し
て
い
る
。
そ
こ
に

建
つ
弥
彦
神
社
は
越
後
一
宮
と
い
わ
れ
る
。 

 

〈
二
首
目
〉 

四
面
聞
歌
顧
影
顰 

 

四
面
の
歌
を
聞
き
て 

影
を
顧
み
て
顰ひ

そ

む 
 

紅
顔
不
惜
委
飛
塵 

 

紅
顔
惜
し
ま
ず 

飛ひ

塵じ
ん

に
委
ね
る
を 

江
東
従
渡
知
多
少 

 

江
東

こ
う
と
う

よ
り
従
い
渡
る
も
の 

知
ん
ぬ
多
少
ぞ 

抜
剣
殉
君
一
美
人 

 

剣
を
抜
き
て
君
に

殉
じ
ゅ
ん

ず
る
は 

一
の
美
人 

 

四
面
の
楚
歌
を
聞
い
て
、
自
分
の
姿
を
哀
れ
み
眉
を
顰
め
る
が
、
そ
の
美

し
い
姿
が
消
え
去
る
こ
と
も
お
し
ま
な
い
。
江
東
か
ら
付
き
従
っ
た
も
の
は

ど
れ
ほ
ど
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
剣
を
抜
き
、
君
と
と
も
に
死
ぬ
の
は
、

た
だ
一
人
の
美
人
だ
け
し
か
い
な
い
。 

 

本
詩
は
中
国
の
漢
詩
「
虞
美
人
」（
11
）

を
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
虞
美

人
と
は
、
秦
末
に
漢
の
高
祖
・
劉
邦
と
天
下
を
争
っ
た
楚
王
・
項
羽
の
愛
姫

で
、
虞
姫
と
も
い
う
。
紀
元
前
二
〇
二
年
、
項
羽
は
垓
下

が

い

か

（
現
安
徽
省
宿
州

市
）
で
漢
軍
に
包
囲
さ
れ
、
虞
姫
は
頸
部
を
切
っ
て
自
ら
命
を
絶
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

〈
三
首
目
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
表
誓
師
連
北
伐 

 

二
表
師
を
誓ち

か

ひ 

連し
き

り
に
北
伐

ほ
く
ば
つ

す 
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六
出
祁
山
不
辞
頻 

 

六
た
び
祁
山

き

ざ

ん

に
出
で 

頻
を
辞い

と

わ
ず 

 

隆
中
已
屈
三
分
指 

 

隆

中

り
ゅ
う
ち
ゅ
う

已
に 

三
分
の
指
を
屈
し 

特
為
炎
劉
瘁
山
身 

 

特
に
炎え

ん

劉
り
ゅ
う

の
為 

山
身
を
瘁つ

か

れ
さ
す 

 

前
、
後
二
度
出
師

す

い

し

の
表
を
主
君
の
劉
禅
（
劉
備
の
子
）
に
奉
っ
て
戦
に
の

ぞ
む
と
師
誓
を
行
い
、
た
て
つ
づ
け
に
魏
を
北
伐
す
る
。
苦
労
を
い
と
わ
ず
、

六
度
に
わ
た
っ
て
祁
山
に
出
陣
し
た
。
隆
中
の
地
で
は
既
に
「
天
下
三
分
の

計
」
を
示
し
、
さ
ら
に
蜀
漢
王
朝
の
た
め
に
命
を
尽
く
し
て
と
う
と
う
出
陣

の
山
中
に
客
死
し
た
の
で
あ
る
。 

 

本
詩
は
中
国
三
国
時
代
、
蜀
の
忠
臣
・
諸
葛
孔

し
ょ
か
つ
こ
う

明め
い

を
褒
め
称
え
る
作
で
あ

る
。
隆
中
（
現
湖
北
省
襄
陽
市
）
で
晴
耕
雨
読
の
日
を
送
っ
て
い
た
孔
明
は
、

蜀
の
劉
備
に
軍
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、「
天
下
三
分
の
計
」
を
披
露
し
た
。
二

二
三
年
、
劉
備
が
死
去
し
て
子
の
劉
禅
が
即
位
し
た
。
先
帝
の
遺
志
を
受
け

た
孔
明
は
、
二
二
七
年
と
二
二
八
年
、
後
主
劉
禅
に
「
出
師
表
」
と
「
後
出

師
表
」
を
奉
り
、
宿
敵
の
魏
を
討
伐
す
る
に
あ
た
っ
て
悲
痛
な
決
意
を
表
し

た
。
六
度
祈
山
よ
り
魏
を
攻
め
、
陣
中
で
亡
く
な
っ
た
た
と
い
う
。 

 

〈
四
首
目
〉 

位
高
功
極
姦
所
忌 

 

位
高
く
功
極
ま
り
て 

姦か
ん

の
忌い

む
所
と
な
る 

令
公
何
以
処
危
疑 

 

令
公
何
を
以
て
か 

危
疑

き

ぎ

に
処
す
る 

丹
精
一
點
霊
台
宿 

 

丹
精
一
點
せ
ば 

霊れ
い

台だ
い

宿
る 

三
十
年
来
人
不
知 

 

三
十
年
来 

人
知
ら
ず 

地
位
が
高
く
、
貢
献
度
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
奸
臣
に
妬
ま
れ
る
。
令
公
（
楊

業
）
は
ど
う
や
っ
て
危
疑
に
対
処
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
丹
精
を
こ
め
た

心
は
、
三
十
年
間
も
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る
。 

 

本
詩
は
北
宋
の
武
将
・
令
公
（
楊
業
）
を
賞
賛
す
る
詩
作
と
推
定
す
る
。

楊
業
は
初
め
は
北
漢

ほ
く
か
ん

国
に
仕
え
た
が
、
そ
の
腐
敗
を
見
限
っ
て
の
ち
に
宋
の

太
宗
に
降
り
、
将
軍
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
戦
術
に
優
れ
勇
壮
無
比
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
「
楊
無
敵
」
と
称
さ
れ
、
北
方
の
遊
牧
民
族
・
契
丹

き
っ
た
ん

が
建
て

た
遼
が
南
下
し
て
北
宋
を
脅
か
す
と
、
防
衛
に
活
躍
し
た
。
九
八
六
年
、
遼

軍
と
の
戦
い
に
赴
い
た
楊
業
は
、
彼
の
名
声
を
妬
ん
だ
武
将
・
藩は

ん

美び

た
ち
の

謀
略
に
よ
っ
て
勝
ち
目
の
な
い
戦
を
強
い
ら
れ
、
孤
立
無
援
に
陥
る
。
つ
い

に
捕
虜

ほ

り

ょ

と
な
っ
た
が
、
屈
服
を
拒
み
、
食
を
絶
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

死
後
太
師
・
中

書

令

ち
ゅ
う
し
ょ
れ
い

を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
楊
令
公
と
呼
ば
れ
る
。 

 

〈
五
首
目
〉 

雄
心
老
去
漸
頽
唐 

 

雄
心

ゆ
う
し
ん

老
い
去
り
て 

漸
よ
う
や

く
頽た

い

唐と
う

た
り 

酔
臥
将
軍
古
戦
場 

 

酔
臥
す
将
軍 

古
戦
場 

 
 

 
 

 

半
夜
醒
来
吹
鉄
笛 

 

半
夜

は

ん

や

醒
め
来
り
て 

鉄
笛
を
吹
く 

 

満
天
明
月
満
林
霜 

 

満
天
の
明
月 

満
林
の
霜 

  

若
か
り
し
頃
の
雄
心
も
、
年
を
取
っ
て
衰
え
て
し
ま
っ
た
。
将
軍
は
酔
っ

て
古
戦
場
に
倒
れ
臥
す
ば
か
り
。
夜
半
に
起
き
て
鉄
笛
を
吹
い
て
み
た
が
、

明
月
は
空
を
照
ら
し
、
林
に
は
霜
が
満
ち
る
光
景
が
拡
が
る
。 
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本
詩
は
中
国
清
代
の
著
名
な
学
者
・
紀
昀

き

い

ん

の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』（
12
）

に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
紀
昀
は
か
つ
て
新
疆
に
流
さ
れ
た
時
に
、
そ
こ
に
は
毛も

う

功こ
う

加か

と
い
う
副
将
軍
が
い
た
。
少
年
の
頃
か
ら
雄
大
な
志
を
も
ち
従
軍
し
た

毛
功
加
は
、
何
度
も
戦
功
を
立
っ
た
が
、
目
上
の
人
に
認
め
ら
れ
ず
、
失
意

の
生
涯
を
送
っ
て
い
た
。
紀
昀
は
彼
の
話
を
聞
き
、
感
慨
を
込
め
て
こ
の
漢

詩
を
吟
詠
し
た
の
で
あ
る
。 

一
見
す
る
と
二
首
目
か
ら
詩
題
が
征
戦
に
変
わ
り
、
一
首
目
に
吟
詠
し
た

弥
彦
独
廟
と
無
関
係
の
よ
う
だ
が
、
二
首
目
以
降
を
分
析
し
て
み
る
と
、
実

は
鵬
斎
は
弥
彦
神
社
に
関
わ
る
伝
説
を
思
い
な
が
ら
賛
を
し
た
こ
と
が
分
か

る
。 弥

彦
神
社
の
祭
神
は

天
あ
め
の

香

山

か
ご
や
ま
の

命
み
こ
と

で
あ
り
、
天あ

ま

照
て
ら
す

大
神

お
お
み
か
み

の
曾
孫

ひ
こ
ま
ご

に
あ

た
る
と
い
う
。
天
香
山
命
は
、
天
孫
降
臨
に
供
奉

ぐ

ぶ

し
て
天あ

降も

ら
れ
、
紀
州
（
現

和
歌
山
県
）
熊
野
に
住
ま
わ
れ
た
。 

伝
説
で
は
神
武
天
皇
が
東
征
す
る
際
、
賊
軍
の
た
め
に
進
軍
で
き
ず
に
苦

し
み
悩
む
姿
を
見
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
天
香
山
命
は
、
天
照
大
神
か

ら
霊
夢
を
受
け

韴

靈

ふ
つ
の
み
た
ま
の

剣
つ
る
ぎ

を
天
皇
に
奉
っ
た
。
そ
の
霊
剣
の
威
力
に
よ
っ

て
神
武
天
皇
は
敵
を
撃
破
し
て
、
次
々
と
蛮
賊
を
平
定
し
た
。 

大
功
を
立
て
た
天
香
山
命
は
、
の
ち
に
越
の
国
平
定
の
勅
を
奉
じ
て
日
本

海
の
荒
海
を
乗
り
越
え
、
米
水
浦
（
現
長
岡
市
野
積
）
に
上
陸
し
た
。
そ
し

て
弥
彦
山
の
東
麓
に
宮
居
し
、
付
近
一
帯
を
鎮
撫
し
、
住
民
に
漁
業
・
制
塩
・

農
耕
・
酒
造
な
ど
の
技
術
を
授
け
て
越
後
の
国
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
た
と

い
う
（

13
）
。 

鵬
斎
が
項
羽
や
孔
明
な
ど
中
国
歴
史
上
の
名
将
と
軍
師
に
関
す
る
詩
を
題

し
た
の
は
、
恐
ら
く
神
武
天
皇
を
加
勢
し
た
弥
彦
神
社
の
天
香
山
命
を
、
彼

ら
と
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
英
雄
と
見
立
て
中
国
の
漢
詩
を
引
用
し
て
そ
の
武

功
を
称
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
毛
功
加
の
よ
う
な
失
意
の
英
雄
像
を
描
く
漢
詩
を
賛
し
た
の
は
、

「
寛
政
異
学
の
禁
」
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
、
地
方
に
流
浪
す
る
自
ら
の
境
遇

へ
の
感
慨
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
漢
詩
の
引
用
か
ら
、
鵬
斎
は
中
国
の
古
典
と
書
物
に
詳
し
い
こ

と
も
窺
え
る
。 

 （
三
） 

新
出
合
作
の
制
作
背
景
の
分
析 

 

以
上
の
よ
う
に
、
鵬
斎
の
漢
詩
の
主
題
は
弥
彦
神
社
を
尊
崇
し
た
も
の
だ

と
分
か
る
。
ゆ
え
に
侃
斎
が
描
い
た
の
も
、
弥
彦
神
社
周
辺
の
風
景
で
あ
ろ

う
と
推
定
で
き
る
。
先
に
中
国
様
式
の
神
社
・
仏
閣
の
よ
う
に
映
る
と
説
明

し
た
が
、
こ
の
侃
斎
の
生
き
た
時
代
の
画
家
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
の
絵
画
を

下
絵
に
用
い
て
い
た
習
慣
上
、
こ
の
よ
う
な
趣
に
仕
上
げ
た
と
見
る
。
一
方
、

山
波
の
手
前
の
ほ
と
ん
ど
が
湖
ま
た
は
河
川
の
状
況
に
描
か
れ
て
い
た
が
、

先
述
の
『
北
越
雪
譜
』
に
「
海
浜
八
十
里
の
中
ほ
ど
に
独
立
し
」
と
記
す
よ

う
に
、
当
時
の
神
社
の
周
辺
に
は
何
も
遮
る
も
の
が
な
く
、
海
浜
を
目
の
当

た
り
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
侃
斎
が
海
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
形
で
弥

彦
神
社
の
や
し
ろ
を
描
い
て
い
た
の
は
、
加
工
も
含
ま
れ
よ
う
が
実
景
に
基

づ
き
制
作
し
た
光
景
と
推
定
し
た
い
。 

『
続
日
本
後
紀
』
や
『
万
葉
集
』
、
『
延
喜
式
』
な
ど
の
書
物
に
登
場
す
る
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弥
彦
神
社
は
、
以
後
近
世
に
お
い
て
も
文
人
墨
客
の
心
を
惹
き
つ
け
て
い
た
。

例
え
ば
、
曽
良
の
旅
日
記
の
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
七
月
三
日
の
項
に
「
申

ノ
下
刻
、
弥
彦
ニ
着
ス
。
宿
取
テ
、
明
神
へ
参
詣
」（
14
）

と
、
松
尾
芭
蕉
が

弥
彦
神
社
を
訪
ね
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
谷
川
敏
朗
『
良
寛
の
生

涯
』
に
は
、
良
寛
の
和
歌
に
お
い
て
「
弥
彦
神
社
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
も
、

全
作
歌
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
十
二
首
を
作
っ
て
い
る
」（
15
）

と
記
し
て

い
る
。
文
人
の
嗜
好
の
地
、
関
心
を
そ
そ
る
対
象
と
し
て
、
往
来
の
ル
ー
ト

の
要
も
当
地
は
担
っ
て
い
た
。 

 

文
化
七
年
、
北
越
に
や
っ
て
き
た
鵬
斎
も
新
潟
を
発
ち
弥
彦
に
向
か
っ
た
。

『
彌
彦
神
社
舎
人
家
文
書
』
に
お
け
る
「
文
化
七
年
日
用
記 

光
弘
」
二
月

十
四
日
条
に
「
神
主
宅
江
、
江
戸
表
儒
者
先
生
ほ
う
さ
へ
と
申
人
止
宿
被
致
、

暫
ク
被
居
候
由
ニ
候
、
只
今
日
本
一
之
人
と
申
事
ニ
候
」（
16
）

と
、
鵬
斎
が

弥
彦
に
逗
留
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
関
連
し
て
『
続
弥
彦
神
領
史
話
』

に
は
「
神
主
高
橋
家
に
何
日
位
滞
在
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
彌
彦
神

社
参
拝
の
『
謁
彌
彦
神
廟
』
と
『
彌
彦
神
祠
』
を
作
っ
て
い
る
」（
17
）

と
述

べ
て
い
る
。
幸
い
、
鵬
斎
が
新
潟
生
ま
れ
の
画
家
・
五
十
嵐
浚
明
の
孫
で
あ

る
五
十
嵐
泰
庵
へ
あ
て
た
書
簡
（
二
月
十
九
日
付
）
に
「
先
日
者
遠
路
之
処 

蒙
尋
問
辱
奉
謝
候 

帰
路
奈
何
案
し
申
事
ニ
候 

老
拙
も
十
八
日
ニ
八
彦
出

立
い
た
し
寺
泊
に
着
致
し
無
異
罷
在
候
」（
18
）

と
、
弥
彦
を
離
れ
た
日
付
を

「
二
月
十
八
日
」
と
記
し
て
お
り
、
お
よ
そ
六
日
ほ
ど
滞
在
し
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
ま
た
、「
八
彦
の
祠
に
詣
ふ
て
ゝ 

ぬ
か
つ
く
や
音
沙
汰
な
し
の
雪

お
ろ
し
」（
19
）

と
、
鵬
斎
署
名
の
弥
彦
を
訪
ね
た
俳
諧
短
冊
を
残
す
こ
と
も

確
認
で
き
る
。 

高
橋
家
に
滞
在
中
、
鵬
斎
が
揮
毫
し
た
「
謁
彌
彦
神
廟
」
は
そ
の
後
軸
装

さ
れ
今
も
残
っ
て
い
る
（

20
）
。
掲
図
し
て
内
容
を
鑑
賞
し
て
み
る
（
図
三
）
。 

 

      

  

本
文
は
侃
斎
の
山
水
画
に
題
し
た
「
謁
彌
彦
独
廟
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、

文
末
に
は
「
彌
彦
山
為
北
越
第
一
之
鎮
、
上
古
天
香
語
山
神
之
所
降
臨
也
、

山
下
有
石
洞
、
乃
神
之
所
在
也
云
、
廟
前
有
一
大
椎
樹
、
其
圍
数
丈
、
欝
蒼

繁
茂
於
數
十
歩
之
間
、
實
千
年
以
上
之
物
也
、
荏
土
龜
田
興
拜
書
（
彌
彦
山

は
北
越
第
一
の
鎮
と
為
す
。
上
古
、
天
香
語
山
命
の
降
臨
す
る
所
な
り
。
山

下
に
古
洞
あ
り
て
、
命
の
居
り
し
所
と
い
う
。
廟
前
に
一
大
椎
樹
あ
り
、
そ

の
圍
数
丈
、
欝
蒼
と
し
て
繁
茂
し
数
百
歩
の
間
蔭
と
す
。
実
に
千
年
以
上
の

古
木
な
り
）
」（
21
）

と
、
古
蹟
を
訪
れ
た
際
の
概
観
が
綴
っ
て
あ
る
。 

こ
の
弥
彦
神
社
参
拝
よ
り
少
し
前
、
鵬
斎
は
新
潟
を
立
ち
、
松
野
尾
村
（
旧

巻
町
）
の
岩
崎
氏
の
宅
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
。
杉
村
英
治
『
亀
田
鵬
斎
』
に

よ
る
と
、
岩
崎
家
に
は
鵬
斎
が
題
記
し
た
「
山
茶
之
亭
」
の
扁
額
が
残
っ
て

い
た
。「
山
茶
」
と
は
椿
の
花
を
指
す
。
ま
た
、
同
村
の
神
明
社
（
現
新
潟
市

図
三 

「
高
橋
家
伝
来
作
」
『
亀
田
鵬
齋
総
集
』
よ
り
転
載 
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西
蒲
区
松
野
尾
若
宮
神
社
）
の
裏
に
は
、
鵬
斎
の
漢
詩
「
謁
八
彦
山
廟
」
が

刻
ま
れ
た
「
弥
彦
宮
遙
拝
所
」
と
題
額
を
も
つ
碑
が
建
っ
て
い
る
（
図
四
）
。

碑
文
の
内
容
は
、
高
橋
家
が
所
蔵
す
る
作
品
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
別
作
の
詩

書
で
あ
る
。
高
橋
家
伝
来
作
と
若
干
異
な
る
の
は
、
漢
詩
の
題
名
を
「
謁
八

彦
山
廟
」
と
し
て
、
そ
の
題
が
作
詩
の
文
末
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
続
い
て
、

高
橋
家
伝
来
作
と
同
じ
長
文
款
記
を
追
記
し
、
文
末
に
は
「
文
化
七
年
庚
午

春
二
月 

荏
土
鵬
齋
興
」
の
署
名
が
見
え
る
。
こ
の
文
末
の
年
月
日
は
高
橋

家
伝
来
作
に
は
付
記
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
総
合
し
て
み
る
と
、
本
詩
は
来

越
二
年
目
の
二
月
中
に
は
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
建
碑
の
署

名
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
述
し
た
新
出
の
合
作

の
制
作
背
景
も
一
言
添
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
鵬
斎

五
詩
の
冒
頭
に
本
詩
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
作
も
お
よ
そ
文
化
七
年
二
月

前
後
の
こ
ろ
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

  

 

       

な
お
碑
文
の
末
尾
に
、「
教
職
権
小
教
正
小
出
八
雄
人
君
敬
神
之
士
也
、
曽

為
松
尾
神
社
支
局
長
、
今
茲
齢
方
環
暦
君
常
尊
崇
弥
彦
大
神
、
家
有
鵬
斎
此

詩
、
刻
之
建
以
為
其
遺
拝
所
、
明
治
二
十
八
年
四
月
正
七
位
松
田
秀
次
郎
蔵
」

（

22
）

と
建
碑
者
の
跋
文
を
追
刻
し
て
い
る
。
文
中
に
名
の
挙
が
る
小
出
、
松

田
氏
と
も
に
付
近
の
名
士
（

23
）

で
、
碑
文
の
原
蹟
が
小
出
家
に
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
こ
の
追
刻
に
よ
っ
て
窺
え
る
。 

ま
た
、
岡
村
浩
「
亀
田
鵬
斎 

―
諸
芸
を
よ
く
し
た
文
人
―
」（
24
）

に
よ

る
と
、
白
根
市
（
現
新
潟
市
南
区
）
個
人
蔵
の
屏
風
一
扇
に
も
、
同
じ
詩
を

書
い
て
い
る
。
要
す
る
に
侃
斎
と
の
合
作
を
含
め
、
鵬
斎
の
「
謁
彌
彦
独
廟
」

の
詩
は
少
な
く
と
も
四
人
に
揮
毫
を
求
め
ら
れ
た
。 

早
川
清
作
『
星
霜
雑
記
』（
一
九
二
七
刊
）
で
は
、
新
潟
町
の
風
雅
の
流
行

に
つ
い
て
、「
文
化
の
末
こ
ろ
、
俳
諧
や
発
句
な
ど
を
嗜
む
人
を
、
風
雅
を
好

む
人
と
い
っ
た
。
そ
の
以
前
に
画
人
の
釧
雲
泉
や
、
詩
人
の
亀
田
鵬
斎
な
ど

が
来
遊
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
は
、
画
や
詩
を
書
い
て
も

ら
う
人
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」（
25
）

と
記
述
し
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し

た
よ
う
に
、
北
越
来
遊
時
の
鵬
斎
は
、
新
潟
の
名
所
・
弥
彦
神
社
を
巡
り
、

地
元
の
画
家
や
逗
留
先
の
知
識
人
と
画
賛
や
詩
作
の
交
わ
り
を
行
う
形
で
、

江
戸
文
人
の
風
雅
を
旅
先
で
伝
播
し
、
越
後
に
お
け
る
文
人
同
士
の
交
流
に

新
し
い
刺
激
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。 

結
果
、
侃
斎
の
よ
う
な
地
方
出
身
の
画
家
も
、
文
芸
の
全
国
的
水
準
を
知

り
、
次
第
に
越
後
の
文
壇
史
に
顕
彰
さ
れ
る
一
人
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
力

量
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

図
四 

「
野
尾
若
宮
神
社
碑
文 

拓
本
」
『
亀
田
鵬
齋
総
集
』
よ
り
転
載 
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三
、
大
井
平
瀑
布
記 

 
（
一
） 
越
後
路
最
後
の
作 

  

弥
彦
か
ら
離
れ
た
鵬
斎
は
、
そ
の
後
回
り
回
っ
て
旅
の
目
的
地
だ
っ
た
佐

渡
に
わ
た
り
、
百
日
あ
ま
り
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
門
人
矢
島
が
開
い
た
学

館
「
励
風
館
」
を
応
援
し
て
儒
学
の
講
義
な
ど
も
行
っ
た
。
文
化
七
年
七
月

再
び
越
後
に
戻
り
、
十
月
に
は
新
津
の
素
封
家
・
桂
家
で
、
年
末
に
は
燕
の

大
地
主
・
神
保
家
で
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
信
濃
川
に
そ
っ
て
小
千
谷
・
十

日
町
と
移
り
、
大
井

お

お

い

平
村

だ

い

ら

（
現
津
南
町
）
の
保
坂
家
に
身
を
寄
せ
、「
大
井
平

瀑
布
記
」（
26
）

を
作
っ
た
。
鵬
斎
の
北
越
来
遊
の
最
後
の
地
で
作
っ
た
作
品

と
し
て
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
内
容
を
次
に
記
し
て
み
よ
う
。 

 
 
 

「
越
之
大
井
平
村
在
妻
在
山
中
、
其
村
長
曰
保
板
子
潤
、
都
下
文
人
騒
客

游
於
越
者
、
皆
以
子
潤
為
北
道
主
人
、
余
北
遊
之
次
亦
訪
之
、
村
落
僅
數
十

家
、
瀕
千
曲
川
而
居
焉
、
其
家
叠
複
連
接
、
亘
於
信
襄
之
地
、
其
深
邃
不
可

竆
極
矣
、
村
之
南
有
瀑
布
、
従
絶
頂
而
下
、
遠
望
之
則
如
懸
白
練
、
欲
至
其

下
而
觀
之
、
廼
躐
丘
傍
澗
而
行
者
、
數
百
歩
途
竆
而
不
能
進
、
余
前
進
而
披

叢
薄
攀
巉
巌
而
行
、
遂
出
于
瀑
布
之
右
、
山
之
半
腹
以
樹
木
蒙
欝
翳
昧
而
覆

之
、
不
能
竆
其
全
體
矣
、
於
是
攘
袂
以
攀
枝
、
捫
蘿
褰
裳
、
躡
石
涉
水
、
體

疲
氣
喘
、
流
汗
霑
踵
、
猶
勵
力
抖
神
進
而
不
止
、
遂
越
絶
壑
而
出
其
左
、
即

藉
棘
踞
石
而
視
之
、
則
正
面
相
對
而
全
體
盡
露
矣
、
其
山
西
南
長
走
、
頂
平

而
碧
天
如
截
、
瀑
布
縦
其

巔
而
直
下
、
實
如
抉
高
如
布
、
細
者
如
縷
、
奔
突

如
揉
絮
、
噴
薄
如
吐
玉
、
或
如
白
龍
之
倒
掛
、
或
如
銀
車
之
直
迸
、
飛
流
互

追
、
深
潭
相
激
、
其
響
如
千
磑
之
礧
、
其
聲
如
迅
雷
之
墜
、
清
泉
洗
塵
面
、

涼
氣
滌
煩

慹
、
頓
覺
心

胷
之
爽
快
矣
、
終
坐
而
觀
之
者
既
數
刻
、
身
冷
神
清

而
衣
袂
盡
沾
少
焉
、
夕
陽
西
沉
、
傍
人
促
帰
、
於
是
賦
一
絶
、
題
石
而
去
、

遂
為
之
記
以
贈
主
人
云 

文
化
八
年 

昭
陽
協
洽
之 

夏
五
月
二
十
二
日
書 

荏
土 

鵬
齋
興
」 

 

落
款
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
五
月
に
、
越
後
妻

有
山
中
の
大
井
平
村
で
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
思
い
切
っ
て
山
に
の
ぼ
る
姿

や
瀑
布
の
凄
ま
じ
い
勢
い
の
描
写
か
ら
、
鵬
斎
の
豪
快
な
文
風
が
窺
え
る
。 

一
方
、
鵬
斎
を
受
け
入
れ
た
保
坂
子
潤
は
、
大
井
平
の
庄
屋
で
松
園
と
号

す
る
保
坂
甚
右
衛
門
で
あ
る
。『
北
越
詩
話
』
補
遺
「
保
阪
松
園
」
の
項
に
「
松

園
名
は
信
美
、
字
は
子
潤
。
上
郷
村
大
井
平
の
人
。
博
学
を
以
て
稱
せ
ら
る
」

（

27
）
と
伝
記
が
載
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
越
後
を
旅
し
た
新
楽

に

い

ら

郷
右
衛
門
の
『
閑
叟

か
ん
そ
う

雑
録

ざ
つ
ろ
く

』
に
保
坂
甚
右
衛
門
の
こ
と
を
、
「
好
学
の
男
に

て
、
よ
ほ
ど
読
め
る
も
の
な
り
。
つ
ま
り
郷
に
て
の
人
物
な
り
と
い
う
。
し

か
も
豪
富
な
り
」（
28
）

と
記
し
て
い
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
寛
政
詩
学
の
四

大
家
に
数
え
ら
れ
る
柏
木
如
亭
（
一
七
六
三
～
一
八
一
九
）
も
、
か
つ
て
保

坂
家
に
滞
在
し
て
半
年
ほ
ど
世
話
に
な
っ
た
（

29
）

。 

 （
二
） 

制
作
背
景
の
分
析 

 
「
都
下
の
文
人
騒
客
は
、
越
後
に
遊
ぶ
者
で
あ
れ
ば
、
皆
子
潤
を
北
の
主

人
と
見
な
す
」
と
鵬
斎
が
瀑
布
記
に
書
い
た
よ
う
に
、
文
芸
を
嗜
み
、
経
済

力
も
豊
か
な
保
坂
の
よ
う
な
在
村
文
化
人
は
、
上
方
や
江
戸
文
人
の
北
越
来
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遊
で
の
受
け
皿
の
代
表
と
な
っ
て
い
た
。
前
述
し
た
新
津
の
桂
家
と
燕
の
神

保
家
も
同
じ
で
あ
る
。
彼
ら
は
鵬
斎
を
始
め
と
す
る
天
下
周
遊
の
文
人
墨
客

を
も
て
な
し
、
詩
書
画
を
請
う
て
厚
い
潤
筆
料
を
贈
っ
た
。 

「
三
年
作
客
寄
浪
迹
、
六
十
曠
唐
如
疇
夕
、
主
人
愛
我
不
惜
銭
、
能
使
我

縦
意
所
適
、
有
酒
如
川
肉
如
山
、
一
日
一
酔
百
日
百
、
是
以
三
年
頻
頻
来
、

飜
認
君
家
為
我
宅
、
不
知
旅
愁
不
知
貧
、
総
如
帰
家
仍
自
得
、
今
朝
離
筵
別

酒
時
、
始
覚
三
年
身
是
客
（
三
年 

客
と
な
り
て
浪
迹
を
寄
す
、
六
十 

曠

唐
と
し
て

疇
ち
ゅ
う

昔せ
き

の
如
し
。
主
人 

我
を
愛
し
て
銭
を
惜
し
ま
ず
、
能
く
我
が

意
の
適ゆ

く
所
を

縦
ほ
し
い
ま
ま

に
せ
し
む
。
酒
の
有
る
こ
と
川
の
如
く 

肉
は
山
の
如

し
、
一
日
一
醉 

百
日
は
百
。
是
を
以
て
三
年 

頻
頻
と
し
て
来
り
、
飜か

え

っ

て
君
が
家
を
認
め
て
我
が
宅
と
な
す
。
旅
愁
を
知
ら
ず 

貧
を
知
ら
ず
、
総す

べ

て

は
家
に
帰
り
て 

な
お
自
得
す
る
が
如
し
。
今
朝
の
離り

筵え
ん 

別
酒
の
時
、
始

め
て
覚
ゆ 

三
年
身
は
是
れ
客
な
り
し
を
）
」
（

30
）

と
、
鵬
斎
が
文
化
八
年

燕
の
神
保
家
を
離
れ
る
時
に
作
っ
た
こ
の
漢
詩
も
、
越
人
が
中
央
文
人
を
厚

遇
し
た
有
様
を
見
事
に
綴
っ
た
内
容
で
あ
る
。
「
酒
の
有
る
こ
と
川
の
如
く 

肉
は
山
の
如
し
」
な
ど
は
多
少
誇
張
さ
れ
た
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、
主
人

は
前
後
数
代
に
わ
た
り
、
県
央
の
学
識
豊
か
な
る
地
主
と
し
て
、
旧
家
の
声

誉
を
保
ち
続
け
た
の
は
事
実
で
あ
る
。 

 

四
、
終
わ
り
に 

 

江
戸
時
代
の
前
・
中
期
、
越
後
で
は
各
地
で
新
田
開
発
が
進
み
、
北
前
船

な
ど
の
交
易
も
活
況
を
呈
し
、
越
後
縮
を
は
じ
め
特
産
物
も
増
え
、
経
済
は

空
前
の
繁
栄
を
遂
げ
た
と
い
う
（

31
）
。
そ
れ
を
受
け
江
戸
後
期
に
い
た
る
と
、

学
芸
を
重
ん
じ
、
風
雅
を
嗜
む
世
相
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
幕
末
の
儒
学

者
・
寺
門
静
軒
（
一
七
九
六
～
一
八
六
八
）
は
『
新
潟
冨
史
』
の
中
で
、「
越

之
新
斥
者
北
海
之
最
大
口
也
、
聞
八
千
八
水
合
流
走
海
、
乃
數
百
里
間
、
人

之
往
還
、
物
之
運
輸
皆
舟
之
、
依
而
天
下
之
漕
集
焉
、
海
外
商
帆
亦
足
以
接 

是
所
以
其
地
華
而
劇
、
其
人
豪
而
雅
、
騒
客
游
跡
與
船
輻
湊
、
亦
文
墨
一
大

馬
頭
也
（
越
の
新
斥
は
北
海
の
最
大
口
也
。
聞
く
、
八
千
八
水
合
流
し
て
海

に
走
る
。
乃
ち
數
百
里
間
、
人
の
往
還
、
物
の
運
輸
皆
舟
之
れ
、
依
り
て
天

下
の
漕
集
ま
る
。
海
外
の
商
帆
も
亦
以
て
接
す
る
に
足
る
。
こ
れ
其
の
地
華

に
し
て
劇
、
其
の
人
豪
に
し
て
雅
な
る
所
以
、
騒
客
の
游
跡
船
と
輻
湊
す
、

亦
文
墨
の
一
大
馬
頭
な
り
）
」（
32
）

と
、
新
潟
を
文
墨
の
一
大
寄
港
地
と
称
し

て
い
る
。
か
つ
て
鵬
斎
も
、
そ
の
墨
客
の
中
の
一
人
と
し
て
身
を
越
後
に
投

じ
た
の
だ
っ
た
。 

総
じ
て
本
稿
で
は
、
鵬
斎
の
北
越
来
遊
に
お
け
る
数
多
い
書
画
作
の
中
で
、

「
侃
斎
着
彩
画 

鵬
斎
賛
五
詩
」
と
「
大
井
平
瀑
布
記
」
の
作
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
。 

ま
ず
前
作
に
つ
い
て
の
視
点
だ
が
、
そ
の
作
品
の
大
き
さ
が
珍
し
い
ほ
ど

の
巨
幅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
ほ
ど
特
別
な
場
面
で
揮
毫
が
な
さ
れ
た
と
推

察
す
る
。
ま
た
、
詩
書
画
の
内
容
か
ら
揮
毫
場
所
は
新
潟
き
っ
て
の
祠
廟
・

弥
彦
神
社
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
鵬
斎
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
文
人
の
旅

の
行
程
の
一
部
に
も
入
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
他
作
と
重
ね
合
わ
せ
て

指
摘
し
た
。 

一
方
、
合
作
相
手
は
港
町
新
潟
の
生
ん
だ
数
少
な
い
文
士
・
石
川
侃
斎
で

あ
る
。
彼
は
壮
年
期
に
上
方
及
び
江
戸
方
面
で
修
学
し
た
の
ち
、
帰
郷
し
た
。
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鵬
斎
と
の
合
作
は
そ
の
来
越
の
年
月
か
ら
察
し
て
文
化
六
年
か
ら
八
年
の
間

に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
侃
斎
は
遅
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
は
、

新
潟
に
戻
っ
て
き
た
と
推
定
で
き
る
。
本
作
は
、
の
ち
に
新
潟
を
代
表
す
る

画
人
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
侃
斎
研
究
の
点
か
ら
も
、
帰
郷
当
時
の
画
風

の
内
容
を
具
体
的
に
鑑
賞
で
き
る
対
象
と
し
て
重
視
さ
れ
よ
う
。 

次
に
「
大
井
平
瀑
布
記
」
の
方
だ
が
、
多
彩
な
来
遊
文
人
の
旅
の
ル
ー
ト

は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
今
日
で
は
、
意
外
に
思
わ
れ
る
地
方
山
間

部
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
詩
の
中
に
出
て
き
た
保
坂
氏
の
事
蹟
は
、
残
念
な

が
ら
今
日
で
は
地
元
に
拾
遺
し
が
た
い
。
た
だ
し
、
鵬
斎
時
代
か
ら
大
正
期

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
時
特
別
な
富
裕
者
が
辺
郷
の
地
に
も
在
村
し
て
、
風

流
を
愛
玩
し
て
い
た
様
子
が
看
取
で
き
る
。
保
坂
氏
同
様
、
前
述
の
神
保
氏

も
ま
た
、『
北
越
詩
話
』
を
繙
く
と
、
鵬
斎
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
窪
詩
佛
・

小
島
梅
外
な
ど
と
い
っ
た
江
戸
後
期
の
著
名
な
文
人
が
旅
の
杖
を
と
ど
め
て

い
る
こ
と
が
読
め
る
。 

本
作
は
度
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
越
後
路
最
後
の
作
で
あ
る
。
足
掛
け
三

年
に
わ
た
る
巡
遊
で
培
っ
た
鵬
斎
の
書
表
現
と
詩
文
の
形
式
の
到
達
点
が
見

て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

文
化
八
年
、
六
十
歳
で
江
戸
に
戻
っ
た
鵬
斎
は
、
詩
書
画
の
名
声
が
高
ま

り
、
そ
の
作
品
は
人
々
に
競
っ
て
揮
毫
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。「
寛
政
異
学

の
禁
」
に
よ
っ
て
江
戸
で
不
遇
の
日
々
を
送
っ
た
鵬
斎
は
、
越
後
で
多
く
の

文
人
と
交
流
が
で
き
、
現
在
の
我
々
の
想
像
以
上
に
地
方
の
文
壇
で
活
躍
し

て
、
地
元
の
文
人
や
旧
家
な
ど
と
深
い
関
係
を
結
ん
だ
。
そ
の
一
方
、
北
越

来
遊
を
す
る
こ
と
が
、
自
ら
の
文
芸
を
昇
華
も
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
繋
が
っ

た
こ
と
を
看
過
し
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。 

 

※
付
録 

『
新
潟
県
文
人
研
究
』
第
十
三
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
侃
斎
画
の
署
名
例
を
以
下

に
列
挙
す
る
。 

文
化
九
年
（
四
十
九
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
」
「
侃
斎
元
輅
」
。 

文
化
十
一
年
（
五
十
一
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
輅
」
。 

 

文
化
十
二
年
（
五
十
二
歳
）
の
作
：
「
蒲
郡
元
輅
」
「
侃
斎
懶
輅
」
。 

文
政
六
年
（
六
十
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
」
「
侃
斎
道
人
」
「
信
天
窠
主
人
」
。 

天
保
五
年
（
七
十
一
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
老
人
」
「
信
天
老
漁
」
。 

天
保
六
年
（
七
十
二
歳
）
の
作
：
「
信
天
老
漁
」
「
信
天
漁
隠
」
。 

天
保
八
年
（
七
十
四
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
懶
輅
」
「
侃
斎
石
元
輅
」
「
石
川
元
輅
」
。 

天
保
九
年
（
七
十
五
歳
）
の
作
：
「
信
天
漁
隠
石
元
輅
」
「
信
天
」
「
信
天
漁
隠
」 

「
信
天
道
者
」
。 

天
保
十
年
（
七
十
六
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
」
「
侃
斎
石
元
輅
」
。 

天
保
十
一
年
（
七
十
七
歳
）
の
作
：
「
侃
斎
石
元
輅
」
「
信
天
漁
隠
」
「
侃
斎
石
川
元 

輅
」
。 

 ※
本
稿
の
漢
詩
・
漢
文
の
書
き
下
し
文
や
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
説
明
が

な
い
限
り
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
新
字
体
で
統

一
す
る
が
、
引
用
文
は
旧
字
体
で
あ
る
場
合
、
そ
の
ま
ま
旧
字
体
に
す
る
。 
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〈
注
〉 

 
（
1
）
関
儀
一
郎
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
八
巻
、
鳳
出
版
、
一
九
七
一
年
、
「
金
峩
先

生
師
弁
」
一
～
二
頁
。
訳
文
は
杉
村
英
治
に
よ
る
。 

（
2
）
岡
村
浩
『
亀
田
鵬
齊
総
集
』
小
千
谷
亀
田
鵬
斎
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
七

年
、
五
二
四
～
五
二
五
頁
。 

（
3
）
寺
門
静
軒
『
新
潟
冨
史
』
高
橋
活
版
所
、
一
八
八
九
年
、
二
九
頁
。
訳
文
は

小
林
存
に
よ
る
。 

（
4
）
幾
野
五
朔
『
侃
斎
遺
芳
』
新
潟
さ
き
が
け
社
印
刷
所
、
一
九
二
一
年
。 

（
5
）
越
佐
文
人
研
究
会
、
新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
『
新
潟
県
文

人
研
究
』
第
十
三
号
、
越
佐
文
人
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
、
四
〇
頁
。 

（
6
）
元
好
問
撰
、
施
国
祈
注
『
元
遺
山
詩
集
箋
注
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五

八
年
、
三
五
二
頁
。
「
閑
閑
」
は
当
時
翰
林
の
座
主
・
趙
秉
文
の
号
で
あ
る
。 

（
7
）
風
間
正
太
郎
『
舟
江
遺
芳
録
』
新
潟
雪
書
房
、
一
九
九
二
年
、
三
五
頁
。 

（
8
）
（
4
）
に
同
じ
。
一
一
頁
。 

（
9
）
山
本
修
之
助
「
亀
田
鵬
斎
の
越
後
人
宛
書
簡
」
『
越
佐
研
究
』
第
二
十
九
集 

 

新
潟
県
人
文
研
究
会
、
一
九
七
〇
年
、
二
四
頁
。 

（
10
）
鈴
木
牧
之
著
、
岡
田
武
松
校
訂
『
北
越
雪
譜
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、

一
七
〇
頁
。 

（
11
）
不
題
撰
人
、
徐
振
宗
点
校
『
続
児
女
英
雄
伝
』
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一

九
九
二
年
、
一
五
四
頁
。
第
二
十
回
「
武
備
文
修
欽
差
馳
誉 

先
難
后
易
海
盗

投
降
」
の
節
に
こ
の
詩
作
を
収
録
し
て
い
る
が
、
初
出
は
不
明
で
あ
る
。 

（
12
）
飯
塚
朗
、
今
村
与
志
雄
訳
『
中
国
古
典
文
学
全
集
20
』
平
凡
社
、
一
九
五
八

年
、
二
七
五
頁
。
漢
詩
の
書
き
下
し
文
は
そ
の
ま
ま
に
引
用
す
る
。
こ
の
漢

詩
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
、
原
文
は
「
私
は
新
疆
に
配
流
さ
れ
て
い
た
と
き
、

上
奏
文
、
檄
文
の
起
稿
に
お
わ
れ
て
暇
が
な
く
、
と
う
と
う
詩
を
作
ら
な
か

っ
た
。
一
聯
一
句
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
ウ
ル
ム
チ
雑
詩
百
六
十
首
は
、
み
な
帰
京
の
途
中
、
追
憶
し
て
詠

ん
だ
も
の
で
、
そ
の
と
き
作
っ
た
の
で
は
な
い
。
あ
る
日
毛
功
加
副
戎
が
、

身
の
上
話
を
し
て
今
昔
の
感
に
た
え
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
ふ
と
、

絶
句
一
首
を
詠
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
。 

（
13
）
彌
彦
神
社
編
『
彌
彦
神
社
』
学
生
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
三
頁
。 

（
14
）
松
尾
芭
蕉
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
一
八
頁
。 

（
15
）
谷
川
敏
朗
『
良
寛
の
生
涯
』
恒
文
社
、
一
九
八
六
年
、
一
三
八
頁
。 

（
16
）
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
が
編
集
し
た
彌
彦
神
社
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
を
参
照
し
た
。 

（
17
）
岡
眞
須
徳
『
続
弥
彦
神
領
史
話
』
弥
彦
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、
三 

三
四
頁
。 

（
18
）
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
『
江
戸
の
文
人
交
友
録 

亀
田
鵬
斎
と
そ
の
仲
間

た
ち 

―
渥
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―
』
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
、

八
一
頁
。
同
書
一
二
八
頁
に
よ
る
と
、「
こ
の
書
簡
の
宛
名
に
あ
る
五
十
嵐
庵

は
、
鵬
斎
が
日
頃
か
ら
可
愛
が
っ
て
い
た
画
家
・
五
十
嵐
竹
沙
の
実
弟
で
あ

る
。
日
付
の
と
こ
ろ
に
は
『
二
月
十
九
日
』
と
あ
る
の
み
で
、
年
記
を
欠
く
。

し
か
し
、
文
面
に
『
老
拙
も
十
八
日
ニ
八
彦
出
立
し
寺
泊
に
着
い
た
し
』
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
、
鵬
斎
が
書
簡
同
地
に
滞
在
し
て
い
た
文
化

七
年
の
二
月
十
九
日
に
書
か
れ
た
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
五
十
嵐

家
は
、
竹
沙
の
祖
父
・
浚
明
以
来
、
画
を
生
業
と
す
る
家
で
、
元
誠
・
元
敬
・

https://opac.lib.niigata-u.ac.jp/opc/recordID/catalog.bib/BN0431366X?hit=2&caller=xc-search
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竹
沙
・
北
汀
・
其
遠
ら
の
優
れ
た
画
家
を
輩
出
し
て
い
る
。
医
者
と
な
っ
て

新
潟
の
家
を
守
っ
た
泰
庵
も
画
を
能
し
、
墨
竹
を
得
意
と
し
た
と
い
う
」
と

文
人
を
輩
出
し
た
系
譜
が
読
め
る
。 

（
19
）
（
18
）
に
同
じ
。
八
〇
頁
。 

（
20
）
岡
眞
須
徳
『
続
弥
彦
神
領
史
話
』
弥
彦
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、
三 

三
四
頁
。 

（
21
）
書
き
下
し
文
は
杉
村
英
治
に
よ
る
。 

（
22
）
岡
村
浩
「
亀
田
鵬
斎 

―
諸
芸
を
よ
く
し
た
文
人
―
」『
新
潟
大
学
教
育
人
間

科
学
部
紀
要
』
第
三
巻 

第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
三
頁
。 

（
23
）
栗
原
九
十
九
編
『
西
蒲
原
郡
志
補
追
人
物
篇
』
市
川
吉
五
郎
、
一
九
八
一
年 

一
三
頁
「
小
出
蕙
斎
」
の
項
、
二
〇
頁
「
松
田
秀
次
郎
」
の
項
を
参
照
。 

（
24
）
（
22
）
に
同
じ
。 

（
25
）
新
潟
市
史
編
さ
ん
近
世
史
部
会
『
新
潟
市
史 

通
史
編
２ 

近
世
（
下
）
』
新

潟
市
、
一
九
九
七
年
、
四
七
四
頁
。 

（
26
）
新
潟
市
歴
史
博
物
館
『
新
潟
・
文
人
去
来 

―
江
戸
時
代
の
絵
画
を
た
の
し

む
―
』
新
潟
市
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
、
七
六
～
七
七
頁
。 

（
27
）
阪
口
五
峰
『
北
越
詩
話
』
補
遺
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
頁
。 

（
28
）
田
中
一
郎
『
越
後
い
ろ
ざ
と
奇
聞
』
新
潟
日
報
事
業
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二

〇
八
頁
。 

（
29
）
（
28
）
に
同
じ
。 

（
30
）
杉
村
英
治
『
亀
田
鵬
齋
詩
文
・
書
画
集
』
三
樹
書
房
、
一
九
八
二
年
、
一
七

二
頁
。
書
き
下
し
文
も
杉
村
英
治
に
よ
る
。 

（
31
）
（
26
）
に
同
じ
。
一
二
六
頁
。 

（
32
）
（
3
）
に
同
じ
。
二
六
頁
。
訳
文
は
小
林
存
に
よ
る
。 

 

主
指
導
教
員
（
岡
村
浩
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
廣
部
俊
也
准
教
授
・
土
屋
太
祐
准
教
授
） 

 


